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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第93期
第３四半期
連結累計期間

第94期
第３四半期
連結累計期間

第93期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

営業収益 (百万円) 6,783 13,005 11,377
（うち受入手数料） (百万円) (3,729) (9,290) (6,343)

経常利益 (百万円) 186 4,976 1,764

四半期(当期)純利益 (百万円) 400 8,371 1,829

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 429 10,314 7,604

純資産額 (百万円) 36,752 52,816 43,928

総資産額 (百万円) 54,526 97,825 73,151

１株当たり四半期(当期)純利益金
額

(円) 8.86 193.67 40.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 67.4 54.0 60.1
 

　

回次
第93期
第３四半期
連結会計期間

第94期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 9.87 25.60
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

なお、当社は、平成25年５月24日付で締結した株式譲渡契約に基づいて八幡証券株式会社（以下、八幡

証券という。）の発行済株式の100%を取得したことに伴い、八幡証券を完全子会社としております。これ

により、八幡証券を連結の範囲に含めておりますが、当社グループの事業区分が「投資・金融サービス

業」という単一の事業であることに変更はありません。

　

　

　

EDINET提出書類

藍澤證券株式会社(E03763)

四半期報告書

 3/23



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から12月31日まで）における世界経済は、新興国の成長

鈍化はみられるものの、米国の個人消費や雇用、住宅投資など実体経済の回復、ドイツ、イギリスを中心

とした欧州企業の業績改善など底堅く推移しました。国内経済は、安倍政権の経済政策を受けて企業業績

や個人消費の改善がみられることに加え、東京オリンピックの開催決定など景気回復に向けた動きが続い

ております。

株式市場は、日経平均株価で４月１日の終値12,135円02銭から、安倍政権による経済政策、日銀による

大胆な金融政策により５月23日に15,942円60銭まで上昇しました。その後米国における量的緩和の早期縮

小への示唆から大きく下落、一進一退となりましたが、東京オリンピックが開催決定したことによる国内

景気の持続期待から上昇基調となり、11月以降、米国の景気回復を示す経済指標の増加や12月の米連邦公

開市場委員会にて量的金融緩和政策第３弾（ＱＥ３）縮小開始が決定されると円安ドル高も進行し、日経

平均株価はさらに上昇しました。当第３四半期末の終値は16,291円31銭となっております。

投資信託につきましては、一般社団法人投資信託協会のデータによると、公募証券投資信託の純資産額

は当第３四半期末に81兆5,232億円となり、前期末から８兆8,916億円増加いたしました。設定から解約・

償還を差し引いた資金流出入は７兆247億円の流入超過となりました。純資産額の増減の内訳は、株式投

信が４兆9,792億円の増加、公社債投信が３兆9,124億円の増加、ＭＭＦが809億円の増加となり、株式投

信の増加が投資信託全体の純資産額増加の主因となっております。

このような状況のもと、当社グループはお客様志向に徹した地域密着型営業を基本とする営業戦略に加

え、独自性の高いアジア戦略の展開、ソリューションビジネスの展開、米国株国内店頭取引の開始等、お

客様へより良い投資環境と幅広いサービスを提供してまいりました。

EDINET提出書類

藍澤證券株式会社(E03763)

四半期報告書

 4/23



　

当第３四半期連結累計期間の主な収益・費用の状況は以下のとおりです。

　
(受入手数料)

国内株式売買代金の増加等により受入手数料は92億90百万円(前年同期比149.1%増)となりました。

(トレーディング損益)

米国株国内店頭取引の開始等により、トレーディング損益は29億４百万円(同5.7%増)となりました。

(金融収支)

信用取引貸付金及び信用取引借入金の増加等により金融収支は４億20百万円(同93.6%増)となりまし

た。

(販売費・一般管理費)

人件費及び取引関係費の増加等により、販売費・一般管理費は88億10百万円(同33.4%増)となりまし

た。

(営業外損益)

受取配当金２億66百万円、投資事業組合運用益５億43百万円等により営業外損益は８億77百万円(同

984.8%増)となりました。

(特別損益)

投資有価証券売却益等による特別利益44億53百万円、金融商品取引責任準備金繰入れによる特別損失

54百万円により、特別損益は43億98百万円となりました。

　

以上により、当第３四半期連結累計期間の営業収益は130億５百万円(同91.7%増)、営業利益は40億98

百万円(同3,773.1%増)、経常利益は49億76百万円(同2,565.2%増)、四半期純利益は83億71百万円(同

1,990.2%増)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

① 資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は978億25百万円と、前連結会計年度末に比べ246億74百万

円の増加となりました。主な要因は、現金・預金108億90百万円の増加、預託金28億60百万円の増

加、信用取引資産55億16百万円の増加によるものです。

② 負債の状況

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は450億９百万円と、前連結会計年度末に比べ157億86百万

円の増加となりました。主な要因は、預り金87億71百万円の増加、短期借入金60億円の増加によるも

のです。

③ 純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は528億16百万円と前連結会計年度末に比べ88億87百万

円の増加となりました。主な要因は、利益剰余金69億44百万円の増加によるものです。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループの中核事業が金融商品取引業であることから、営業収益は国内外の金融商品取引市場の

変動に大きく影響を受けます。このため、当社グループの経営成績は金融商品取引市場の環境により大

きく変動する可能性があります。　
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 198,000,000

計 198,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 49,525,649 49,525,649
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株
であります。

計 49,525,649 49,525,649 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年10月１日～
　平成25年12月31日

― 49,525,649 ― 8,000 ― 7,863
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

    平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 6,300,300

完全議決権株式(その他) 普通株式 43,217,500 432,175 ―

単元未満株式 普通株式 7,849 ― ―

発行済株式総数 49,525,649 ― ―

総株主の議決権 ― 432,175 ―
 

(注) １．当社において証券保管振替機構名義の株式はありません。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式31株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

  平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
藍澤證券株式会社

東京都中央区日本橋一丁
目20番３号

6,300,300 ― 6,300,300 12.72

計 ― 6,300,300 ― 6,300,300 12.72
 

(注) なお、第３四半期会計期間末現在の自己株式数は6,300,411株であります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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３ 【業務の状況】

(1) 受入手数料の内訳

前第３四半期累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

区分
株券
(百万円)

債券
(百万円)

受益証券
(百万円)

その他
(百万円)

計(百万円)

委託手数料 2,611 1 20 ― 2,633

引受け・売出し・特定投資家向
け売付け勧誘等の手数料

46 0 ― ― 47

募集・売出し・特定投資家向け
売付け勧誘等の取扱手数料

0 1 620 ― 622

その他の受入手数料 45 2 301 77 426

計 2,703 6 943 77 3,729
 

　

当第３四半期累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

区分
株券
(百万円)

債券
(百万円)

受益証券
(百万円)

その他
(百万円)

計(百万円)

委託手数料 7,014 0 117 ― 7,132

引受け・売出し・特定投資家向
け売付け勧誘等の手数料

21 2 ― ― 23

募集・売出し・特定投資家向け
売付け勧誘等の取扱手数料

― ― 886 ― 886

その他の受入手数料 58 8 349 134 550

計 7,094 10 1,354 134 8,593
 

　
(2) トレーディング損益の内訳

区分

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

実現損益
(百万円)

評価損益
(百万円)

計
(百万円)

実現損益
(百万円)

評価損益
(百万円)

計
(百万円)

株券等トレーディング損益 18 0 18 620 24 644

債券等トレーディング損益 1,330 25 1,355 808 0 809

その他のトレーディング損益 1,428 △55 1,373 1,501 △62 1,438

計 2,776 △30 2,746 2,930 △38 2,892
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(3) 自己資本規制比率

（単位：百万円）

 
前第３四半期会計期間末
(平成24年12月31日)

当第３四半期会計期間末
(平成25年12月31日)

基本的項目  (Ａ) 36,081 43,402

補完的項目

その他有価証券評価差額金(評価益)等  852 8,215

金融商品取引責任準備金等  108 164

一般貸倒引当金  1 0

計 (Ｂ) 963 8,380

控除資産 (Ｃ) 8,259 12,123

固定化されていない自己資本　(Ａ)＋(Ｂ)－(Ｃ) (Ｄ) 28,785 39,659

リスク相当額

市場リスク相当額  1,313 3,482

取引先リスク相当額  673 809

基礎的リスク相当額  2,162 2,549

計 (Ｅ) 4,150 6,841

自己資本規制比率　　(Ｄ)／(Ｅ)×100 693.5% 579.7%
 

(注)　上記は「金融商品取引法」及び「金融商品取引業等に関する内閣府令」(平成19年８月６日内閣府令第52号)の

定めに基づき算出したものであります。

期別
市場リスク相当額 取引先リスク相当額

月末平均額(百万円) 月末最大額(百万円) 月末平均額(百万円) 月末最大額(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

1,199 1,495 693 787

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

2,848 3,530 763 845

 

　

(4) 有価証券の売買等業務

① 有価証券の売買の状況(先物取引を除く)

(イ) 株券

期別 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

708,898 296,365 1,005,264

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

2,048,713 216,225 2,264,938
 

　

(ロ) 債券

期別 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

172 5,269 5,441

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

271 14,623 14,894
 

　

(ハ) 受益証券

期別 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

9,899 1,708 11,607

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

46,951 5,976 52,928
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(ニ) その他

期別

新株引受権
証書(新株
引受権証券
を含む)
(百万円)

外国新株
引受権証券
(百万円)

コマーシャ
ル・ペー
パー
(百万円)

外国証書
(百万円)

その他
(百万円)

合計
(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

― ― ― ― 4 4

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

53 ― ― ― 9 63

 

(受託取引の状況)

上記のうち受託取引の状況は、次のとおりであります。

期別

新株引受権
証書(新株
引受権証券
を含む)
(百万円)

外国新株
引受権証券
(百万円)

コマーシャ
ル・ペー
パー
(百万円)

外国証書
(百万円)

その他
(百万円)

合計
(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

― ― ― ― 4 4

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

53 ― ― ― 9 63

 

　

② 証券先物取引等の状況

(イ) 株式に係る取引

期別
先物取引 オプション取引

合計(百万円)
受託(百万円) 自己(百万円) 受託(百万円) 自己(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

1,981 395,280 355,462 141,551 894,275

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

739 226,336 313,707 169,622 710,405

 

　

(ロ) 債券に係る取引

期別
先物取引 オプション取引

合計(百万円)
受託(百万円) 自己(百万円) 受託(百万円) 自己(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

― 5,281,671 ― ― 5,281,671

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

― 5,536,698 ― ― 5,536,698

 

　

③ 有価証券の引受け及び売出し並びに特定投資家向け売付け勧誘等並びに有価証券の募集、売出し及

び私募の取扱い並びに特定投資家向け売付け勧誘等の取扱いの状況

(イ) 株券

期別 種類

引受高 売出高 募集の取扱高 売出しの取扱高 私募の取扱高

株数
(千株)

金額
(百万円)

株数
(千株)

金額
(百万円)

株数
(千株)

金額
(百万円)

株数
(千株)

金額
(百万円)

株数
(千株)

金額
(百万円)

前第３四半期

累計期間

(自 平成24年4月1日

至 平成24年12月31日)

内国株券 693 2,455 693 2,455 ― ― 0 1 ― ―

外国株券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

当第３四半期

累計期間

(自 平成25年4月1日

至 平成25年12月31日)

内国株券 232 611 232 611 ― ― ― ― ― ―

外国株券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
 

(注)　株券に関する特定投資家向け売付け勧誘等の取扱いはありません。
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(ロ) 債券

期別 種類
引受高
(百万円)

売出高
(百万円)

募集の
取扱高
(百万円)

売出しの
取扱高
(百万円)

私募の
取扱高
(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

国債 173 ― 173 ― ―

地方債 ― ― ― ― ―

特殊債 ― ― ― ― ―

社債 300 ― 600 ― ―

外国債券 ― ― ― 16,064 29

合計 473 ― 773 16,064 29

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

国債 185 ― 185 ― ―

地方債 ― ― ― ― ―

特殊債 ― ― ― ― ―

社債 400 ― 200 ― ―

外国債券 ― ― ― 6,030 ―

合計 585 ― 385 6,030 ―
 

(注)　債券に関する特定投資家向け売付け勧誘等の取扱いはありません。

　

(ハ) 受益証券

期別 種類
引受高
(百万円)

売出高
(百万円)

募集の
取扱高
(百万円)

売出しの
取扱高
(百万円)

私募の
取扱高
(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

株式投信      

　単位型 ― ― ― ― ―

　追加型 ― ― 36,705 ― 196

公社債投信      

　単位型 ― ― ― ― ―

　追加型 ― ― 155,896 ― ―

外国投信 ― ― 823 ― ―

合計 ― ― 193,425 ― 196

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

株式投信      

　単位型 ― ― ― ― ―

　追加型 ― ― 54,324 ― 304

公社債投信      

　単位型 ― ― ― ― ―

　追加型 ― ― 467,998 ― ―

外国投信 ― ― 548 ― ―

合計 ― ― 522,872 ― 304
 

(注)　受益証券に関する特定投資家向け売付け勧誘等の取扱いはありません。

　

(ニ) その他

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)並びに同規則第61条及び82条の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府

令」(平成19年内閣府令第52号)及び「有価証券関連業経理の統一に関する規則」(昭和49年11月14日付日

本証券業協会自主規制規則)に準拠して作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。

　

EDINET提出書類

藍澤證券株式会社(E03763)

四半期報告書

12/23



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金・預金 9,105 19,995

預託金 14,400 17,260

顧客分別金信託 14,380 17,240

その他の預託金 20 20

営業投資有価証券 849 793

トレーディング商品 1,180 2,792

商品有価証券等 1,179 2,789

デリバティブ取引 0 3

約定見返勘定 704 1,057

信用取引資産 24,423 29,940

信用取引貸付金 23,600 29,437

信用取引借証券担保金 823 503

立替金 267 220

顧客への立替金 265 216

その他の立替金 1 4

短期差入保証金 － 120

その他の流動資産 596 644

貸倒引当金 △1 △0

流動資産合計 51,525 72,824

固定資産

有形固定資産 3,429 3,684

無形固定資産 157 164

投資その他の資産 18,038 21,152

投資有価証券 17,457 20,338

その他 1,028 1,337

貸倒引当金 △447 △524

固定資産合計 21,625 25,001

資産合計 73,151 97,825
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

トレーディング商品 38 104

商品有価証券等 8 39

デリバティブ取引 30 65

信用取引負債 8,034 2,687

信用取引借入金 6,055 1,412

信用取引貸証券受入金 1,979 1,274

預り金 6,508 15,280

顧客からの預り金 4,813 8,248

その他の預り金 1,695 7,032

受入保証金 7,092 10,430

短期借入金 2,025 8,025

未払法人税等 107 1,914

繰延税金負債 206 225

賞与引当金 560 316

役員賞与引当金 － 34

その他の流動負債 815 941

流動負債合計 25,388 39,959

固定負債

繰延税金負債 3,292 4,359

退職給付引当金 － 54

その他の固定負債 432 468

固定負債合計 3,724 4,882

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金 108 166

特別法上の準備金合計 108 166

負債合計 29,222 45,009

純資産の部

株主資本

資本金 8,000 8,000

資本剰余金 8,050 8,050

利益剰余金 22,399 29,344

自己株式 △1,192 △1,193

株主資本合計 37,257 44,202

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,671 8,614

その他の包括利益累計額合計 6,671 8,614

純資産合計 43,928 52,816

負債・純資産合計 73,151 97,825
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

営業収益

受入手数料 3,729 9,290

トレーディング損益 2,746 2,904

金融収益 289 516

その他の営業収益 17 294

営業収益計 6,783 13,005

金融費用 72 96

純営業収益 6,710 12,909

販売費・一般管理費

取引関係費 857 1,408

人件費
※1 3,268 ※1 4,521

不動産関係費 649 741

事務費 1,097 1,384

減価償却費 166 105

租税公課 73 126

貸倒引当金繰入れ △0 △0

その他 492 522

販売費・一般管理費計 6,605 8,810

営業利益 105 4,098

営業外収益

受取配当金 208 266

投資事業組合運用益 － 543

貸倒引当金戻入額 13 5

その他 59 67

営業外収益合計 280 882

営業外費用

投資事業組合運用損 180 －

和解金 8 3

その他 10 1

営業外費用合計 200 4

経常利益 186 4,976

EDINET提出書類

藍澤證券株式会社(E03763)

四半期報告書

15/23



(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

特別利益

投資有価証券売却益 233 3,742

負ののれん発生益 － 711

金融商品取引責任準備金戻入 15 －

デリバティブ決済益 215 －

特別利益合計 464 4,453

特別損失

固定資産除却損 5 －

投資有価証券評価損 227 －

金融商品取引責任準備金繰入れ － 54

特別損失合計 233 54

税金等調整前四半期純利益 418 9,375

法人税、住民税及び事業税 21 1,005

法人税等調整額 △3 △1

法人税等合計 17 1,003

少数株主損益調整前四半期純利益 400 8,371

四半期純利益 400 8,371
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 400 8,371

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 28 1,943

その他の包括利益合計 28 1,943

四半期包括利益 429 10,314

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 429 10,314

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、八幡証券株式会社の株式を新たに取得したため、同社を連結の範囲に含めており
ます。
　なお、当該子会社のみなし取得日を第１四半期連結会計期間の末日としたため、第２四半期連結会計期間より四
半期損益計算書を連結しております。

(2) 変更後の連結子会社の数

　５社
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１　人件費の中に含まれている主なものの費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

賞与引当金繰入 105百万円 316百万円

役員賞与引当金繰入 ―百万円 34百万円

退職給付費用 137百万円 98百万円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含

む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

減価償却費 166百万円 105百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月24日
取締役会

普通株式 93 2.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年10月26日
取締役会

普通株式 86 2.00 平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月24日
取締役会

普通株式 561 13.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年10月29日
取締役会

普通株式 864 20.00 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

当社グループは①有価証券の売買等、②有価証券の売買等の取次ぎ等、③有価証券の引受け及び売出

し、④有価証券の募集及び売出しの取扱いなどの金融商品取引業を中心とする営業活動を展開しており

ます。これらの営業活動は、金融その他の役務提供を伴っており、この役務提供と一体となった営業活

動を基に収益を得ております。従って、当社グループの事業区分は「投資・金融サービス業」という単

一の事業であるため、記載を省略しております。

　

(有価証券関係)

前連結会計年度末(平成25年３月31日）

その他有価証券

区分 取得原価（百万円）
連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

株式 5,811 15,847 10,035

債券 150 147 △3

その他 547 548 0

計 6,509 16,542 10,032
 

　

当第３四半期連結会計期間末（平成25年12月31日）

その他有価証券が、当社グループの事業運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計

年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

その他有価証券

区分 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

株式 6,001 18,730 12,728

債券 150 124 △25

その他 652 785 133

計 6,804 19,640 12,836
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 8円86銭 193円67銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 400 8,371

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 400 8,371

普通株式の期中平均株式数(千株) 45,181 43,225
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　
　
２ 【その他】

第94期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当については、平成25年10月29日開催

の取締役会において、平成25年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 864百万円

②　１株当たりの金額 20円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成25年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   道   丹   久   男   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   菅   野   雅   子   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月７日

藍澤證券株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている藍
澤證券株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、藍澤證券株式会社及び連結子会社の平成25
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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